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共同研究報告
　平成 26（2014）年度共同研究「イタリアフットサル視察」として平成 26 年 8 月に 3 泊 5 日
にてイタリア、ローマ近郊におけるフットサルの現状視察を行った。本稿は、
①… 大学全体のブランド戦略の一つとしてフットサル部が設立され、今後その目的を十分に
果たすたよう運営、発展するために必要な知見と判断材料を得ること　
②… 部設立の目的をより十全に達成するために、多摩大学フットサル部の選手を海外フット
サルの現場に短期留学させることの可能性や有効性を見極めること
の 2点を目的とした本研究の報告である。
1.　多摩大学フットサル部設立の経緯　
　
　2011 年度に本学のアイデンティティとの整合性を持ちうる競技種目としてフットサル部設
立を決定し、2012 年度春、外部より監督を招いて創部した。3 年目の 2014 年度において、東
京都での優勝を達成し、2015 年度には、全国大会出場が期待される状況にある。
2.　創部の目的と方向性について
　多摩大学フットサル部は、日本一を目指しつつ、他方、グローカルな課題解決人材を育てる
ことも目指して発足した。このことは、単に競技成績が向上して注目されているだけでなく、
学内での練習が醸し出す緊張感や礼儀、潔さ、溌剌とした態度など、学内をいっきに明るい空
気に変えることにつながっている。
　このように、本学フットサル部の創部目的には、大きくは外部広報だけでなく、「志を持っ
て問題解決の最前線での活躍をめざす多摩大学」の象徴としての内部広報の担い手となること
も含まれている。
3.　我が国フットサルの現状と課題　～特に参加者の状況から～　
　「レジャー白書」によれば、2011 年時点で 370 万人がプレーしており、その競技参加人口は
順調に増加しており、民間の貸しコートなどの施設も増加傾向にある。特徴的なのは、トップ
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アスリートでない「裾野」のプレー人口が非常に広いことである。
　
4.　本学フットサル部における課題
　以上のような環境の中における本学フットサル部の中長期的課題として、
①… 選手である学生自身にとり、フットサル競技の位置づけが、高いものになること
②… マイナー状況の日本ではなく、グローバルなトップレベルを知ること
の 2点があげられる。
　もしも、遠征などの形で、本学フットサル部の選手が海外のフットサルに直接的に接する機
会を得れば、上の二つの課題に対して大きなインパクトが与えられると考えられる。フットサ
ルが、決して、「サッカーの余りものではなく」、「真の強者を決める勝敗を大切にした純然た
る競技スポーツであり」、「頂上を目指すのに十分な価値がある」ということを十分伝えられる
のではないか。これが、遠征を検討するための「視察」の最大の目的である。
　さらには、多摩大学が今後、自身のチームを強化するのみならず、日本のフットサル文化の
発展に寄与するためにも、海外の先進事例を確かめておくことが肝要である。
　また、海外遠征の実現は、目的意識の高い優れた選手獲得のために大きな役割を果たすこと
が期待できる。
　以上のような状況とその判断から、今回、フットサル海外視察を考案した次第である。
5.　視察の概要
（1）具体的な視察内容
①… イタリア・ローマにおける、日本人選手、日本人チーム遠征の受け入れ態勢の確認。
②… イタリアフットサルリーグの現状視察。（文化的側面、リーグ制度、その背景など）
③… 実際に現地にて活動している日本人選手への各種ヒアリング。
　今回の視察については、現地にてエージェントビジネスを行っているイエスインターナショ
ナル1…代表の吉田輝（よしだあきら）氏を訪ね、説明を受けることとした。
（2）イタリアフットサルリーグ概要
　イタリアにおけるフットサルは「カルチェット」と呼ばれている。イタリア代表は、2008
年に開催されたワールドカップ大会で、世界 3位に入賞している。スポーツビジネスとして確
立しているイタリアフットサルは、テレビ中継が毎週行われており、全土で、テレビ中継を通
じて楽しまれている。
　リーグは、頂点から下に向かって、A1、A2、B、C1、C2…と構成されている。「Serie…A…
femminile（女子）」もある。
　イタリアフットサルの視察を通じて感じた大きな印象の一つは、地域経済とスポーツとの結
びつきであった。
　4 部にあたるセリエ C1 まででは、ほとんどの場合スポンサーがつくが、日本の J リーグの
1… スポーツをはじめとする、日本イタリア間の事業コンサルタントを手掛けている。http://yesinternational.net/
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ように看板だらけ、という景色とは異なるものであった。上位のクラブを支えるのは、富豪た
ちの寄付である。これに加えて企業スポンサーによる収入がクラブ運営を下支えしている、と
いうことになる。このような状況の中、リーグの公式戦であっても、トップリーグ以外では、
入場料という概念もない（つまり無料であった）。
　リーグのクラブの多くは、公共の施設を使用している。今回視察したトップリーグのラツィ
オも、練習施設は州のものであった。しかし、サーフェス（床面）は、FIFA が認定し、フッ
トサルワールドカップで使用される施設のものと全く同じものが使用されており、練習環境と
しての不足はほとんどないようである。また会場となる体育館の多くが、明らかに木造で、屋
根材が、布のような素材でおおわれているシンプルなものであったことも、印象的であった。
　
　 ＜写真資料　「ラツィオ」練習風景＞　　　　 ＜セリエ A2　isora　練習風景＞
　トップリーグでは、イタリア人労働者の平均年収の 4倍～ 5倍の年棒を受け取る選手がいる。
下のリーグに行くほど収入は下がるが、4 部にあたるセリエ C1 クラスであっても、選手たち
はクラブとのプロ契約を結んでいる。生計が成り立たないため、多くは他の仕事をしながらプ
レーを続ける。日本では、例えば年棒 200 万円ならあえて契約しないと思われるが、イタリア
のフットサルプレーヤーは、プロ契約によって獲得する金銭こそ、選手としてのプライドの源
泉であり、安くともとても強いプロ意識を持つ。
（3） 日本人選手へのヒアリング結果
◆ N 選手
　兵庫県出身の元フットサル日本代表選手歴を持っている人物であるが、地位やキャリアを一
旦置いて、最高峰の一つであるイタリアプロリーグに挑戦するため渡って来た。
　イタリアの選手たちは、通常の練習の場面では特にレベルの高いプレーをしているという印
象はないが、レギュラー争いや本番のゲーム場面では、気迫が全く違う。いざとなると、シュー
トは速く、選手のフィジカルは極めて強く、ボールを取り合うようなシーンでは、自分が支配
できるはずのボールを、予測不能な移動力と強引さと機敏さで足を出してきて、奪われてしま
うことがしばしばあった。
チームの戦術等について、選手達が高い当事者意識を持っていることも印象的、ということで
あった。
◆ A 選手
　静岡、浜松にあるFリーグ所属選手であった人物である。ポジションは、ゴレイロ（サッカー
のゴールキーパーにあたる）。イタリアリーグの選手達には大柄な選手が多い中、A 選手は決
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して大柄ではなく、不利に見えた。しかし A 選手は非常に積極的で、決断の速さやプレーの
正確さをアピールしていた。ゴレイロという役割の性質上からも、他の選手とのコミュニケー
ションが重要であり、プレー中も、トレーニング終了後も、すべての時間がイタリア語の研修
と心得ての遠征をされていた。
　二人の選手はともに、先に触れたエージェントの吉田氏のケアによってイタリア滞在を実現
していた。滞在場所として N 選手は民間の戸建ての住宅様の住居に、A 選手はローマ市内の
ホテルに滞在しているとのことであった。
……
　
　　　　　　　〈写真資料　N 選手滞在先（概観）〉　　　　 〈写真資料　N 選手滞在先（個室）〉
6.　視察結果のまとめと今後の課題
（1）今回の視察によって、以下を確認することができたと考えている。
1）… 発展途上である日本のフットサルの、今後の「伸びしろ」が非常に大きい。競技人口や
施設数の増加だけでなく、質的な進化の余地も非常に大きい。
2）… しかし同時に、本学の学生にとっては、日本国内で競技に取り組むだけでなく、スペイン、
イタリア、ブラジルをはじめとする先進地域におけるグローバルなフットサル文化や競
技レベルと早いうちに触れることが、重要かつ必要である
（2）今後の課題
　我が国においてフットサル競技が今後発展していく可能性を持っていることが確認できた。
これを踏まえてさらに本学フットサル部による広報活動、プロモーション活動を展開すること
が肝要であるが、今後の課題として、以下の 2点があげられる。
1）… 本学フットサル部自体の組織的安定。
　まずは部としての安定感を醸成することが肝要である。多摩大学のフットサル部への入部者
も、多くはサッカー出身であり、よい選手（よい学生）を安定的に獲得するための努力は、必
須である。
2）… 大学フットサル界の発展
　関東地区のリーグの体制の整備、や「遊び」から「競技」への進化が重要課題であるが、本
学自体が、この大学フットサル界の進展に、積極的にかかわる姿勢も、求められてくる。フッ
トサル界全体の中での本学の立ち位置、役割期待を意識した活動が必要であると思われる。
　最後に、今回の視察にご協力いただいた、yesinternational 吉田氏および関係者、トライア
ウト中にもかかわらず快く取材に応じていただいた N 選手、A 選手に、心より御礼申し上げ
る次第である。
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